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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第110期

第３四半期連結
累計期間

第111期
第３四半期連結
累計期間

第110期
第３四半期連結
会計期間

第111期
第３四半期連結
会計期間

第110期

会計期間

自  平成20年
    10月１日
至  平成21年
    ６月30日

自  平成21年
    10月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ６月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成20年
    10月１日
至  平成21年
    ９月30日

売上高 (百万円) 30,803 32,677 7,987 8,380 38,115

経常利益 (百万円) 3,600 3,069 302 405 3,206

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,035 1,782 299 234 1,657

純資産額 (百万円) ― ― 31,479 32,108 31,041

総資産額 (百万円) ― ― 54,743 54,116 47,135

１株当たり純資産額 (円) ― ― 467.68 477.30 461.22

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 30.30 26.61 4.47 3.50 24.70

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 57.26 59.09 65.58

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,675 △3,315 ― ― 2,898

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,332 △102 ― ― △1,588

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,239 5,046 ― ― △2,314

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 3,175 4,543 2,913

従業員数 (名) ― ―
713
(179)

715
(189)

713
(176)

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載してい

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれていません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため、記載していません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社に異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数(名)
715
(189)

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除いた就業人員です。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員です。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数(名)
413
(54)

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除いた就業人員です。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員です。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

す。

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

化学品事業 3,878 127.7

工事事業 134 124.0

サービス事業 ― ―

合計 4,012 127.6

(注) １　金額は、製品製造原価によっています。
２　上記の金額には、消費税等は含まれていません。

　
(2) 商品仕入実績

当第３四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りです。

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(百万円) 前年同四半期比(％)

化学品事業 1,138 64.2

工事事業 ― ―

サービス事業 0 49.4

合計 1,138 64.2

(注) １　金額は、仕入価格によっています。
２　上記の金額には、消費税等は含まれていません。

　
(3) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

す。

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

化学品事業 ― ― ― ―

工事事業 207 274.1 302 108.9

サービス事業 ― ― ― ―

合計 207 274.1 302 108.9

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれていません。

　
(4) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

す。

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

化学品事業 7,972 105.0

工事事業 128 85.1

サービス事業 279 113.9

合計 8,380 104.9

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しています。

２　上記の金額には、消費税等は含まれていません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、新たに締結し、または重要な変更もしくは解約がなされた経営上の

重要な契約等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、輸出や生産が増加するとともに設備投資の下げ

止まりや個人消費の持ち直し傾向がみられるなど、持続的な景気回復に向けた動きがみられるようにな

りました。その一方で、雇用情勢改善の動きは弱く、欧州財政問題の影響など新たな懸念材料もあり、景気

の先行きは依然不透明な状況が続いております。

このような状況下、当社グループは自社開発品目の拡販と海外事業の拡大に努めました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、326億77百万円（前年同期比18億74百万円増、同6.1％

増）、営業利益は32億20百万円（前年同期比４億83百万円減、同13.1％減）、経常利益は30億69百万円

（前年同期比５億31百万円減、同14.8％減）となり、四半期純利益は17億82百万円（前年同期比２億52百

万円減、同12.4％減）となりました。

化学品事業の中核である国内農薬販売では、園芸用殺虫剤「フェニックス」をはじめとした自社開発

品目の拡販と前期上市した水稲用除草剤「イッポン剤」の品目ポートフォリオの拡充を図り、普及拡販

に努めました。しかしながら、流通在庫圧縮の影響や天候不順などから農薬需要が低迷し、国内販売全体

の売上高は前年同期を下回りました。

海外農薬販売では、アジア、欧州地域を中心に販売が好調に推移しました。品目別では「フェニック

ス」が上市２年目を迎えた中国で売上高が拡大し、水稲用殺菌剤「ブイゲット」が韓国で伸長しました。

為替は円高傾向にあったものの海外販売全体の売上高は前年同期を上回りました。

化学品他では、家庭園芸用薬剤やシロアリ薬剤などの販売は伸び悩みましたが、有機中間体が需要の回

復から売上高が伸長しました。なお、農薬、医薬、動物薬に係るノウハウ技術料は契約一時金の減少から前

年同期を下回りました。これらの結果、化学品事業全体では、売上高は313億26百万円（前年同期比16億93

百万円増、同5.7％増）、営業利益は36億67百万円（前年同期比４億38百万円減、同10.7％減）となりまし

た。

工事事業は公共投資削減政策の継続と受注競争の激化から、売上高は５億９百万円（前年同期比65百

万円増、同14.7％増）となりましたが、営業損失は53百万円（前年同期は17百万円の営業損失）となりま

した。

また、サービス事業は分析事業において食品作物残留分析が伸長した結果、売上高は８億41百万円（前

年同期比１億15百万円増、同16.0％増）、営業利益は２億90百万円（前年同期比58百万円増、同25.3％

増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産及び負債並びに純資産につきまして、前連結会計年度末に比べ資
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産は69億81百万円増加し541億16百万円、負債は59億13百万円増加し220億7百万円、純資産は10億67百万

円増加し321億8百万円となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年

度末に比べ16億30百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末は45億43百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の減少は、33億15百万円となりました。これは、税金等調整前四半期純利益28億27

百万円、たな卸資産の減少額13億26百万円等の資金増加を、売上債権の増加額76億34百万円、法人税等の

支払額11億45百万円等の資金減少が上回ったことが要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、１億２百万円となりました。これは定期預金の満期による収入４億26百

万円等の資金増加を、有形固定資産の取得による支出３億28百万円、無形固定資産の取得による支出１億

44百万円等の資金減少が上回ったことが主な要因であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の増加は、50億46百万円となりました。これは短期借入れによる収入66億10百万

円、長期借入れによる収入10億円、配当金の支払額６億３百万円が主な要因であります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発費の総額は、９億47百万円であり、す

べて化学品事業です。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更はありません。また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重

要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 199,529,000

計 199,529,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 70,026,78270,026,782
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株です。

計 70,026,78270,026,782― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年６月30日 ― 70,026,782 ― 10,939 ― 8,235

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握していませ

ん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、実質株主が把握できず、記載すること

ができないので、直前の基準日(平成22年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしています。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

3,021,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

65,731,000
65,731 ―

単元未満株式
普通株式

1,274,782
― ―

発行済株式総数 70,026,782― ―

総株主の議決権 ― 65,731 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式3,000株(３個)が含まれてい

ます。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式840株が含まれています。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

日本農薬株式会社
東京都中央区日本橋
１－２－５

3,021,000 ― 3,021,0004.32

計 ― 3,021,000 ― 3,021,0004.32

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
10月

11月 12月
平成22年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高(円) 675 622 560 557 517 542 575 521 460

最低(円) 561 426 468 473 462 482 512 434 380

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものです。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年10月１日から平成21年６月30日まで)については、改正前の四半期連結財務諸表規則に

基づき、当第３四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第３四半期連結

累計期間(平成21年10月１日から平成22年６月30日まで)については、改正後の四半期連結財務諸表規則に

基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年10月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、また、当第３四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年

６月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年10月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表について、協和監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,882 4,609

受取手形及び売掛金 19,044 11,421

商品及び製品 5,631 6,676

仕掛品 268 271

原材料及び貯蔵品 1,611 1,900

その他 2,156 2,070

貸倒引当金 △5 △2

流動資産合計 34,590 26,947

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 5,056

※１
 5,214

機械装置及び運搬具（純額） ※１
 1,978

※１
 2,233

土地 5,463 5,463

その他（純額） ※１
 678

※１
 583

有形固定資産合計 13,178 13,496

無形固定資産 981 1,018

投資その他の資産

投資有価証券 2,937 3,294

その他 2,448 2,399

貸倒引当金 △20 △20

投資その他の資産合計 5,365 5,673

固定資産合計 19,525 20,187

資産合計 54,116 47,135

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,398 4,230

短期借入金 6,304 1,030

未払法人税等 593 657

賞与引当金 263 588

その他 4,190 3,563

流動負債合計 15,751 10,070

固定負債

長期借入金 1,900 1,500

退職給付引当金 2,447 2,624

その他 1,908 1,898

固定負債合計 6,256 6,022

負債合計 22,007 16,093
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,939 10,939

資本剰余金 13,235 13,235

利益剰余金 9,178 7,998

自己株式 △1,594 △1,582

株主資本合計 31,759 30,591

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 374 486

為替換算調整勘定 △155 △166

評価・換算差額等合計 219 320

少数株主持分 130 129

純資産合計 32,108 31,041

負債純資産合計 54,116 47,135
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成21年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 30,803 32,677

売上原価 18,246 20,600

売上総利益 12,557 12,077

販売費及び一般管理費 ※１
 8,853

※１
 8,857

営業利益 3,703 3,220

営業外収益

受取利息 8 7

受取配当金 70 69

不動産賃貸料 38 42

持分法による投資利益 16 31

その他 60 50

営業外収益合計 194 201

営業外費用

支払利息 85 65

たな卸資産廃棄損 75 154

その他 135 132

営業外費用合計 297 352

経常利益 3,600 3,069

特別利益

固定資産売却益 0 0

貸倒引当金戻入額 20 0

その他 1 －

特別利益合計 21 0

特別損失

固定資産処分損 10 20

投資有価証券償還損 19 －

投資有価証券評価損 290 203

その他 1 18

特別損失合計 322 242

税金等調整前四半期純利益 3,300 2,827

法人税等 ※２
 1,253

※２
 1,033

少数株主利益 11 11

四半期純利益 2,035 1,782
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 7,987 8,380

売上原価 4,760 5,197

売上総利益 3,227 3,183

販売費及び一般管理費 ※１
 2,954

※１
 2,812

営業利益 272 370

営業外収益

受取利息 1 5

受取配当金 30 34

不動産賃貸料 13 14

持分法による投資利益 18 11

その他 34 19

営業外収益合計 99 86

営業外費用

支払利息 36 29

たな卸資産廃棄損 6 20

その他 25 2

営業外費用合計 68 51

経常利益 302 405

特別利益

固定資産売却益 － 0

貸倒引当金戻入額 1 0

投資有価証券評価損戻入益 167 －

その他 1 －

特別利益合計 170 0

特別損失

固定資産処分損 2 4

投資有価証券評価損 － 20

特別損失合計 2 25

税金等調整前四半期純利益 470 380

法人税等 ※２
 165

※２
 141

少数株主利益 5 4

四半期純利益 299 234
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成21年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,300 2,827

減価償却費 864 918

退職給付引当金の増減額（△は減少） △235 △177

賞与引当金の増減額（△は減少） △278 △324

受取利息及び受取配当金 △78 △77

支払利息 85 65

投資有価証券評価損益（△は益） 290 203

売上債権の増減額（△は増加） △6,556 △7,634

たな卸資産の増減額（△は増加） △731 1,326

仕入債務の増減額（△は減少） 1,280 179

その他 393 487

小計 △1,668 △2,205

利息及び配当金の受取額 80 77

利息の支払額 △59 △41

法人税等の支払額 △1,028 △1,145

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,675 △3,315

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △921 △328

無形固定資産の取得による支出 △194 △144

投資有価証券の取得による支出 △352 －

定期預金の払戻による収入 － 426

その他 136 △56

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,332 △102

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 5,629 6,610

短期借入金の返済による支出 △235 △1,504

長期借入れによる収入 － 1,000

長期借入金の返済による支出 △830 △425

リース債務の返済による支出 － △11

自己株式の取得による支出 △641 △12

配当金の支払額 △676 △603

少数株主への配当金の支払額 △5 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,239 5,046

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △767 1,630

現金及び現金同等物の期首残高 3,943 2,913

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 3,175

※１
 4,543
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年10月１日　至　平成22年６月30日)

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日　至　平成22年６月30日)

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書)

前第３四半期連結累計期間において投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示していた

「定期預金の払戻による収入」については、重要性が増したため、当第３四半期連結累計期間より区分掲記して

います。なお、前第３四半期連結累計期間の「定期預金の払戻による収入」は27百万円です。

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日　至　平成22年６月30日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算出する方法によっています。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっています。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している国内連結子会社については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっています。

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっています。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日　至　平成22年６月30日)

　税金費用の計算

当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等

調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しています。
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【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日　至　平成22年６月30日)

（役員退職慰労引当金）

当社は、役員の退職慰労金支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上していましたが、平成21年12

月17日開催の第110期定時株主総会において、総会終結時をもって取締役及び監査役の退職慰労金制度を廃止す

ることに伴い、総会終結時までの在任期間に対応する退職慰労金を各役員の退任時に打切り支給することを決

議しました。

これにより、役員退職慰労引当金219百万円を取り崩し、当第３四半期連結会計期間末における未払額を固定

負債の「その他」に振替えています。

また、国内連結子会社における役員退職慰労引当金(79百万円)は、金額的重要性が乏しいため、固定負債の

「その他」に含めて表示しています。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年９月30日)

※１　有形固定資産減価償却累計額 24,242百万円

　

※１　有形固定資産減価償却累計額 23,605百万円

　
　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
  至　平成21年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
  至　平成22年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額

は次のとおりです。

従業員給料 2,132百万円

賞与引当金繰入額 268　〃

退職給付費用 188　〃

減価償却費 466　〃

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額

は次のとおりです。

従業員給料 2,121百万円

賞与引当金繰入額 204　〃

退職給付費用 203　〃

減価償却費 493　〃

※２　法人税、住民税及び事業税と法人税等調整額につい

ては、当該科目を一括して記載しています。

※２　　　　　　　　　同左

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
  至　平成21年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額

は次のとおりです。

従業員給料 720百万円

賞与引当金繰入額 △174　〃

退職給付費用 58　〃

減価償却費 157　〃

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額

は次のとおりです。

従業員給料 701百万円

賞与引当金繰入額 △242　〃

退職給付費用 67　〃

減価償却費 168　〃

※２　法人税、住民税及び事業税と法人税等調整額につい

ては、当該科目を一括して記載しています。

※２　　　　　　　　　同左
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
  至　平成21年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
  至　平成22年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,771百万円

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金

△1,595　〃

現金及び現金同等物 3,175　〃

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 5,882百万円

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金

△1,339　〃

現金及び現金同等物 4,543　〃

　

(株主資本等関係)

　

当第３四半期連結会計期間末(平成22年６月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年10月１日　

至　平成22年６月30日)

　
１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 70,026,782

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,028,083

　
３　配当に関する事項

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年12月17日
定時株主総会

普通株式 301 4.50平成21年９月30日 平成21年12月18日 利益剰余金

平成22年５月14日
取締役会

普通株式 301 4.50平成22年３月31日 平成22年６月８日 利益剰余金
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　
化学品事業
(百万円)

工事事業
(百万円)

サービス事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

7,591 151 245 7,987 ― 7,987

　(2) セグメント間の
　　　内部売上高又は振替高

1 1 205 209 (209) ―

計 7,592 153 451 8,196 (209) 7,987

営業利益 402 5 71 479 (206) 272

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

　

　
化学品事業
(百万円)

工事事業
(百万円)

サービス事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

7,972 128 279 8,380 ― 8,380

　(2) セグメント間の
　　　内部売上高又は振替高

3 2 216 222 (222) ―

計 7,975 131 495 8,602 (222) 8,380

営業利益又は営業損失(△) 615 △46 76 645 (274) 370

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日)
　

　
化学品事業
(百万円)

工事事業
(百万円)

サービス事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

29,633 444 725 30,803 ― 30,803

　(2) セグメント間の
　　　内部売上高又は振替高

2 3 647 653 (653) ―

計 29,636 447 1,373 31,457 (653) 30,803

営業利益又は営業損失(△) 4,105 △17 232 4,320 (616) 3,703
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当第３四半期連結累計期間(自　平成21年10月１日　至　平成22年６月30日)
　

　
化学品事業
(百万円)

工事事業
(百万円)

サービス事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

31,326 509 841 32,677 ― 32,677

　(2) セグメント間の
　　　内部売上高又は振替高

5 4 666 676 (676) ―

計 31,332 514 1,508 33,354 (676) 32,677

営業利益又は営業損失(△) 3,667 △53 290 3,905 (685) 3,220

(注) １　事業区分は製品の種類・事業の内容等により、「化学品事業」と「工事事業」「サービス事業」に区分してい

ます。

化学品事業………農薬・医薬品・木材薬品・化成品ほか

工事事業…………造園緑化工事ほか

サービス事業……スポーツ施設経営、不動産の賃貸、物流サービス、農薬残留分析ほか

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)及び当第３四半期連結会計

期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成20年10月

１日　至　平成21年６月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年10月１日　至　平成22年６月30

日)

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が、いずれも90％を超えるため、所在地別セグ

メント情報の記載を省略しています。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　 アジア 米州 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 1,346 474 205 122 2,149

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― ― 7,987

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

16.9 5.9 2.6 1.5 26.9

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

２ 各区分に属する主な国又は地域

(1) アジア………………韓国・インド・中国

(2) 米州…………………米国・ブラジル

(3) 欧州…………………ベルギー・スペイン・ポーランド

(4) その他の地域………エジプト・オーストラリア

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　

　 アジア 米州 欧州 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 1,655 432 395 229 2,712

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ― ― ― 8,380

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

19.8 5.2 4.7 2.7 32.4

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

２ 各区分に属する主な国又は地域

(1) アジア………………韓国・インド・中国

(2) 米州…………………米国・メキシコ

(3) 欧州…………………ベルギー・ドイツ

(4) その他の地域………エジプト・オーストラリア

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日)
　

　 アジア 米州 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 4,804 2,107 951 258 8,121

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― ― 30,803

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

15.6 6.9 3.1 0.8 26.4

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

２ 各区分に属する主な国又は地域

(1) アジア………………韓国・インド・中国

(2) 米州…………………米国・ブラジル

(3) 欧州…………………ベルギー・スペイン・ポーランド

(4) その他の地域………エジプト・オーストラリア

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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当第３四半期連結累計期間(自  平成21年10月１日  至  平成22年６月30日)

　

　 アジア 米州 欧州 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 5,542 2,163 2,285 606 10,598

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ― ― ― 32,677

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

17.0 6.6 7.0 1.8 32.4

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

２ 各区分に属する主な国又は地域

(1) アジア………………韓国・インド・中国

(2) 米州…………………米国・メキシコ

(3) 欧州…………………ベルギー・ドイツ

(4) その他の地域………エジプト・オーストラリア

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

日本農薬株式会社(E00937)

四半期報告書

23/28



　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年９月30日)

１株当たり純資産額 477円30銭
　

１株当たり純資産額 461円22銭

算定上の基礎

四半期連結貸借対照表の
純資産の部の合計額

32,108百万円

普通株式に係る純資産額 31,978百万円

差額の内訳

少数株主持分 130百万円

普通株式の発行済株式数 70,026,782株

普通株式の自己株式数 3,028,083株

１株当たり純資産の算定に用い
られた普通株式の数

66,998,699株

算定上の基礎

連結貸借対照表の
純資産の部の合計額

31,041百万円

普通株式に係る純資産額 30,911百万円

差額の内訳

少数株主持分 129百万円

普通株式の発行済株式数 70,026,782株

普通株式の自己株式数 3,005,138株

１株当たり純資産の算定に用い
られた普通株式の数

67,021,644株

　
２  １株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益 30円30銭
　

１株当たり四半期純利益 26円61銭

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式がないため、記載をしていません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式がないため、記載をしていません。

算定上の基礎

四半期連結損益計算書上の
四半期純利益

2,035百万円

普通株式に係る四半期純利益 2,035百万円

普通株主に帰属しない金額 ―百万円

普通株式の期中平均株式数 67,163,218株

算定上の基礎

四半期連結損益計算書上の
四半期純利益

1,782百万円

普通株式に係る四半期純利益 1,782百万円

普通株主に帰属しない金額 ―百万円

普通株式の期中平均株式数 67,008,695株

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益 ４円47銭
　

１株当たり四半期純利益 ３円50銭

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式がないため、記載をしていません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式がないため、記載をしていません。

算定上の基礎

四半期連結損益計算書上の
四半期純利益

299百万円

普通株式に係る四半期純利益 299百万円

普通株主に帰属しない金額 ―百万円

普通株式の期中平均株式数 67,032,269株

算定上の基礎

四半期連結損益計算書上の
四半期純利益

234百万円

普通株式に係る四半期純利益 234百万円

普通株主に帰属しない金額 ―百万円

普通株式の期中平均株式数 67,000,568株

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

中間配当

平成22年５月14日開催の取締役会において、第111期の中間配当(会社法第454条第５項に定める剰余金の

配当)を次のとおり行うことを決議しました。

① 中間配当額の総額 301百万円

② １株当たり配当額 ４円50銭

③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成22年６月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

日本農薬株式会社(E00937)

四半期報告書

26/28



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月６日

日本農薬株式会社

取締役会　御中

　

協和監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　山　　本　　史　　枝　　㊞

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　澤　　昌　　志　　㊞

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本

農薬株式会社の平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年10月１日から平成21年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本農薬株式会社及び連結子会社の平成21年

６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月３日

日本農薬株式会社

取締役会  御中

　

協和監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　髙　　山　　昌　　茂　　㊞

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　澤　　昌　　志　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本

農薬株式会社の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年10月１日から平成22年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本農薬株式会社及び連結子会社の平成22年

６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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